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「堺渡唐船」と戦国期の遣明船派遣  

岡本  真    

 

本稿は、従来大内氏の独占時代とされてきた寧波の乱後の遣明船派遣の

実像を明らかにするため、史料上に「堺渡唐船」と記される遣明船につい

て、関係諸勢力の立場、搭乗者と派遣目的、歴史的位置づけの三点を究明

した。その結果明らかになった事柄は以下の通りである。  

 まず、関係諸勢力については、『天文日記』やその他の古文書等に見ら

れる遣明船が、いずれも「堺渡唐船」を指すことを確認したうえで、同船

の派遣を中心となって推進したのは、細川晴元と堺商人だった点を論証し

た。また、本願寺や土佐一条氏は協力者に過ぎず、大内義隆や畠山稙長は

同船の派遣を阻止しようとしていた点を指摘した。  

 次に、搭乗者と派遣目的については、その解明に先立ち、新史料である

『活套』所収外交文書二通を紹介し、同書の収録内容や文書末尾の年月日

をもとに、これらが「堺渡唐船」関連文書であることを明証した。そして、

これを根拠に、従来の遣明船と同様に朝貢使節としての形態を整えたうえ

での派遣が図られており、正使は忠叔昌恕という禅僧で、ほかに医師半井

明英も乗り組むことになっていたことを指摘した。また、派遣目的は、寧

波の乱の際に明側に留められていた前回使節の朝貢品の献上、同使節の遺

留品の返却、収監されていた宋素卿の送還、新勘合および新金印の下賜、

半井明英の明医学伝習の許可などを要請することだった点を解明した。  

 それから、歴史的位置づけについては、寧波の乱後に足利義晴・細川高

国が明側とおこなった交渉の延長上に「堺渡唐船」があることを明らかに

し、従来の研究では存在が確認されていなかった嘉靖准勘合に関する考察

をもとに、状況の推移を論じた。また、大内義隆の経営した天文八年度船

と同船を比較すると、寧波の乱の際の遺留品の返却や新勘合の獲得などが、

両者に共通する派遣目的だった点を指摘した。  

 そして、以上を踏まえて、これまで大内氏の独占時代とされてきた寧波

の乱後においても、それ以前と同様、遣明船をめぐる同氏と細川氏の抗争

が継続していた点を明らかにした。  

  


